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力
作

募
集
中

宝
塔
さ
ま

飯
塚
を
歩
く

匝瑳
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講中からの塔婆があげられた「宝塔さま」

　

飯
塚
区
（
豊
和
地
区
）
で
は
、

地
名
が
示
す
よ
う
に
飯
を
盛
っ
た

よ
う
な
塚
（
古
墳
・
円
墳
）
が
多

く
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
は
消

滅
し
ま
し
た
が
、
ふ
れ
あ
い
パ
ー

ク
八
日
市
場
近
く
の
関
向
古
墳
や

開
畑
と
な
っ
た
柳
台
遺
跡
、
多
古

田
遺
跡
な
ど
は
市
内
の
代
表
的
な

古
代
遺
跡
で
す
。

　

干
潟
八
万
石
に
面
し
た
大
利
根

用
水
西
幹
線
に
沿
っ
た
道
路
か
ら

丘
陵
の
集
落
に
通
じ
る
丁
字
路
に

高
さ
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
宝
塔
さ

ま
と
呼
ば
れ
る
石
塔
が
あ
り
ま
す
。

　

飯
塚
区
に
は
現
在
３
か
寺
の
日

蓮
宗
寺
院
が
あ
り
、
こ
の
地
域
に

日
蓮
宗
の
信
仰
が
広
ま
っ
た
の
は

１
４
１
０
年
代
以
降
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

宝
塔
さ
ま
は
正
面
に
「
南
無
妙

法
蓮
華
経
」
と
題
目
が
刻
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
題
目
塔
と
も
言

わ
れ
ま
す
。
宝
塔
と
は
仏
教
の
言

葉
で
、
宝
で
飾
ら
れ
た
塔
を
意
味

し
、
こ
の
題
目
塔
を
あ
つ
く
信
仰

し
た
こ
と
で
「
宝
塔
さ
ま
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

　

石
塔
に
刻
ま
れ
た
文
字
を
見
る

と
、
１
８
３
７
年
７
月
に
飯
塚
村

の
「
境
女
人
中
」
と
「
新
田
女
人

中
」
に
よ
り
立
て
ら
れ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
女
人
中
と
は
子
授

け
・
安
産
な
ど
を
祈
願
す
る
女
性

の
集
ま
り
の
こ
と

で
、
地
域
に
よ
っ

て
は
「
子
安
講
」

な
ど
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
石
塔

は「
難
産
除
け
」を

願
い
経
を
あ
げ
、

「
施
餓
鬼
供
養
」の

た
め
に
立
て
ま
し

た
。

　

日
蓮
宗
寺
院
の

場
合
、
子
授
け
や
安
産
は
「
七
面

大
明
神
」
や
「
鬼
子
母
神
」、
子
安

様
へ
の
祈
願
が
広
く
行
わ
れ
ま
す
。

　

同
様
の
祈
願
を
真
言
宗
や
天
台

宗
寺
院
の
地
域
で
は
、
観
音
さ
ま

や
地
蔵
さ
ま
を
信
仰
し
ま
す
。
そ

し
て
出
産
で
亡
く
な
っ
た
女
性
の

霊
を
弔
う
た
め
「
流
れ
灌
頂
」
と

い
う
儀
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
宝
塔
さ
ま
が
立
て
ら
れ
た

場
所
が
江
戸
時
代
に
干
拓
さ
れ
た

椿
新
田
の
総
堀
川
の
側
で
あ
り
、

流
れ
灌
頂
と
同
様
に
考
え
立
て
た

の
で
し
ょ
う
。
１
８
３
７
年
ご
ろ

は
全
国
的
に
冷
夏
で
凶
作
に
よ
る

米
不
足
な
ど
「
天
保
の
飢
饉
」
が

あ
り
、
飯
塚
村
で
も
出
産
で
亡
く

な
っ
た
人
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　

旧
八
日
市
場
市
域
の
日
蓮
宗
寺

院
の
地
域
で
同
様
の
供
養
碑
は
、

大
寺
・
長
福
寺
境
内
の
１
７
９
１

年
に
同
村
の
「
上
宿
、
寺
谷
、
助

右
衛
門
坂
子
安
講
」
が
立
て
た
題

目
塔
が
あ
る
だ
け
で
す
。

　

飯
塚
の
宝
塔
さ
ま
に
は
現
在
で

も
、「
多
古
田
・
米
持
」「
湊
・
貝

乱
坊
」「
谷
・
古
屋
」「
第
一
」「
第

二
」「
境
信
徒
会
」
な
ど
の
講
中
が

彼
岸
や
施
餓
鬼
会
に
塔
婆
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）
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き
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ほ
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と
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荒
畑
を
白
一
枚
に
姫
女
苑 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

並
び
い
る
目
も
と
の
涼
し
巫
女
埴
輪 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

新
緑
や
天
の
岩
戸
を
の
ぞ
き
見
る 

八
日
市
場
ハ　

江
波
戸
知
巳

白
日
傘
他
人
の
や
う
に
夫
と
行
く 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

山
鳩
の
一
声
梅
雨
の
兆
し
か
な 

横
須
賀　
　
　

吉
野　

ヨ
シ

鳥
除
け
の
テ
ー
プ
き
ら
き
ら
豆
を
蒔
く 

飯　

高　
　
　

安
藤　

建
子

手
を
握
る
の
み
の
見
舞
ひ
や
柿
の
花 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

貴
寿

青
虫
の
潰
さ
る
る
ま
で
動
か
ざ
る 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

讃
美
歌
の
牧
師
バ
リ
ト
ン
聖
五
月 

栢　

田　
　
　

櫻
井
富
実
雄

東
風
吹
く
や
き
の
ふ
の
虫
は
花
に
ゐ
ず 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

年
金
日
肩
揉
む
孫
が
ま
だ
来
な
い 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

自
転
車
の
危
険
運
転
罰
則
化 

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

海
が
呼
ぶ
河
童
天
国
店
開
き 

飯
倉
台　
　
　

川
島
よ
し
郎

雷
花
火
家
族
連
れ
で
の
海
開
き 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

海
開
き
子
等
が
待
っ
て
た
夏
休
み 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

海
開
き
式
を
余
所
目
に
潮
干
狩
り 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

海
開
き
今
日
の
目
玉
は
地
引
網 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

海
開
き
メ
タ
ボ
の
腹
で
泳
ぐ
パ
パ 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

七
夕
に
悲
願
を
こ
め
て
胸
う
た
れ 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道
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